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国際防災10年 (IDNDR ) の一 環 として，平成2
年度から世界各国における災害の発生と その軽減に
関 して，特に発展途上国を対象した防災科学技術の
研究協力の ため の ワー ク シ ョッ プを ，科学技術庁，
防災科学技術研究所の共催で開催し ており ますが，
平成7年度は，去る3 月 6 日 か ら9 日の 4日 間にわ
た り ，神戸国際会議場で開催いたし ました。
今年度は，先の阪神 ・淡路大震災から の教訓 を踏
ま えて 「地震災害軽減に関する国際会議ー最近の被
害地震からの教訓」と して，海外4 カ国 （フィリ ピ
ン，イ ン ドネ シア，ト ルコ，ア メリ カ）4 名，国内
か ら6名の専門家を招いて 開催いたし ました。
3 月6 日，7 日は，4 つのセ ッ シ ョン に分けてそ
れぞれ講演並びに討論を行い，8 日，9 日は神戸市
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内及び淡路島の震災現場の復興状況等を視察し まし 集まり ，講演と 討論が行われました。ま た フ ィー ル
た。 ド ツアー も40名程の方 が々，熱心に震災現場と復興
当 日会場に は，地震防災関係の研究者，国及び地 状況を視察 さ れました。
方 自治体の地震防災関係の担当者約100名の方々が
震源決定 し たマ グニチュー ド (M) 4 以上の地震
は 5個である 。その内深発地震は2 個であ っ た。
月 日 時分 深さ (km) M 震央地名
2/ 3 09:13 41 4.2 茨城県沖
2/ 7 10:33 5 5.2 福井・岐阜県境
2/12 13:24 359 4.0 灘
2/18 10:56 373 4.2 静岡県はるか南方沖
2/25 06:37 25 4.0 茨城県沖
2/26 11 :01 67 4.0 房総半島南東沖
群馬 ・栃木県境付近の群発地震は29個観測さ れ，





続 き 小・微小地震が発生している。19個観測さ れ最
大地震は28日05時49分M2.3, 深さ24kmであった。
福井 ・岐阜県境付近で 7 日10時33分， M5.2, 深
さ 5kmの地震が発生し小被害が出た。
【速報】 3 月6 日 23時35分，山梨県東部を震源と
し てM5.8 ( J  M A ) ，深 さ16kmの地震が
発生した。此の地域では1983年 8 月8 日，
M6.0, 深さ18kmの地震があっ た。
《訂正》1 月号ニ ュー スに 間違いが有 りま した の
で下記によ うに訂正致し ま す。
37 
駿河湾で小・ 微小地震が8 個観測さ れた。
1 個は深発地震で最大地震は 1 月17 日 14
時58分，M3.5, 深さ218kmであっ た。
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（ス ペイン，イ タ リ ア， ドイツ）
· 3.9 3.17 小原 一成 （地震予知研究セ ン タ
ー主
任研究官）日本学術振興会日独協力事業セミナ
ー に よ る会議 「確率統計論的地震波動場と現実
的不均質構造」出席のため。 （ドイツ）
· 3.10 3.15 竹田 厚 （総括地球科学技術研究官）
国際連合 「国際防災の10年」科学技術委員会第
7 回会議出席のため。 （ロ シア）
· 3 . l l 3 .21 岸井 徳雄 （気圏 ・水圏地球科学技
術研究部気候変動影響評価研究室長）水文研究
及び水文デー タ の調査のため。（米国 ・ドイツ）
· 3 . 16 3.22 今井 寛 （企画課長）／杉 正人
（気圏 ・ 水圏地球科学技術研究部気候変動研究
室長）気候変動のモデル化に関して外国機関と
意見交換を行 う。 （英国，ドイツ ，フ ランス）
· 3 .18 3.28 佐藤 篤司 （新庄雪氷防災研究所主
任研究官）北極環境に関する大臣会合出席のた
め。 （カナ ダ，米国）
· 8.3.20 9.3.19 葛葉 泰久 （気圏 ・水圏地球科学
技術研究部水循環研究室）マ クロ水文モデル構
築に関する研究のため。 （オー ス トラ リ ア）
【招へい】
· 8.2.3� 9.2.2 Xu Xue Qing （ニ ュー ジー ラ ンド）
リ モー ト セ ンシ ング画像処理の研究。
· 2 .28�3 .28 Yang Xiao Ming （中国）MOS-1 ,
JER S-1等を用いて，水文に関係 した地理情報デ
ー タ の作成を行う 。
· 2.28�3.28 Wang Li Bo （中国）中国地域におけ
る積雪の自動検出，及び積雪と 河川流域におけ
る融雪の監視。
· 2.28�3.28 Guo Liang （中国）JER S-1/SA Rデー
タ を用いた土壌水分検出の試み。
· 3.1 �3.9 Jung Mo Lee （韓国）非等方性媒質中 に
お け る地震波動伝播の シミ ュ レー シ ョンを行
い，地下構造の不均質性，非等方性に関する研
究交流を行う。
· 3 .1  �3.31 Pisis Bumpenkij , Somchai Naianan, 
Panya Polsan （タイ ）熱帯域での蒸発散及び流
出過程のモデル化の開発のため，現地観測デー
夕 及び日本のデー タ 処理 ・解析装置等を用いた
共同研究。
· 3.3�3.6 Li Changhua, Fang Zhongyi, Li Weiliang, 
Liu Guoping（中国）「ア ジアモンスー ン機構に
関する 研究」第 4 回 日中合同作業部会への参
加。
· 3.17�3.30 Harold Gordon （オー ス トラ リ ア）気
候モデル と全球シ ス テ ム モデルの相互比較研究
を行う。
· 3.18�3.31 Qiu Jiaqi （中国）日 中共同で得 ら れた
雪崩衝撃波形を解析 し，山岳雪崩の動的内部構
造を解明する。
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